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１　
高
度
経
済
成
長
後
社
会
の
地
域
主
義

　
「
こ
の
島
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
し
た
い
」、「
何
か
普
通
じ
ゃ
な
い
体
験
が
し

た
く
て
こ
こ
に
来
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
最
近
、
高
校
魅
力

化
を
行
う
高
校
に
全
国
募
集
で
入
学
し
た
生
徒
の
言
葉
で
あ
る
。
高
校
生
ら
し
か

ら
ぬ
言
葉
で
あ
り
、
高
校
教
育
が
変
わ
る
予
感
が
す
る
。

　

考
察
を
進
め
る
前
に
、
ま
ず
は
五
〇
年
前
の
若
者
を
ふ
り
か
え
ろ
う
。
一
九
七
〇

年
代
の
若
者
は
オ
ー
ト
バ
イ
や
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
、
そ
し
て
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
の
周

遊
券
を
手
に
地
方
を
旅
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
経
て
大
阪
万
博
が
行
わ
れ

た
直
後
の
一
九
七
〇
年
一
〇
月
に
、
国
鉄
の
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
始
ま
っ
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
国
鉄
が
提
供
し
、
永
六
輔
さ
ん
が
ル
ポ

す
る
旅
番
組
『
遠
く
へ
行
き
た
い
』
と
と
も
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。『
遠
く
へ
行
き
た

い
』
の
山
口
百
恵
が
歌
う
主
題
歌
に
は
「
巡
り
逢
い
た
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が

繰
り
返
さ
れ
た
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企
画
し
た
電
通
の
藤
岡
和
賀
夫
氏
は
同
じ

年
に
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
モ
ー
レ
ツ
か
ら
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
へ
」

の
企
画
も
担
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
は
、
高
度
経
済

成
長
を
達
成
し
た
日
本
が
物
質
世
界
の
充
実
か
ら
精
神
世
界
の
充
実
へ
と
ス
テ
ー

ジ
を
進
め
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ

パ
ン
は
日
本
と
自
分
自
身
を
再
発
見
す
る
企
画
で
あ
り
、
地
方
へ
の
旅
を
通
し
て

地
域
の
暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
地
域
で
の
人
々
の
支
え
合
い
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

若
者
を
離
れ
て
当
時
の
産
業
と
社
会
を
見
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
、
日

本
で
初
め
て
地
域
主
義
を
唱
え
た
経
済
学
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
玉
野
井
芳
郎
は
経

済
合
理
的
な
人
間
像
へ
の
疑
問
を
訴
え
、
産
業
主
義
か
ら
地
域
主
義
へ
の
転
換
を

ま
な
び
じ
ま
の
町
立
高
校
・
奥
尻
高
校
の
町
立
移
管
と
高
校
魅
力
化

―
―
地
域
主
義
的
転
回
と
地
域
学
校
協
働
の
交
点
で
起
き
て
い
る
こ
と
―
―

青
山
学
院
大
学　

樋
田　

大
二
郎

キ
ー
ワ
ー
ド　
高
校
魅
力
化
︑
地
域
主
義
的
転
回
︑
町
立
移
管
︑
奥
尻
高
等
学
校
︑
地
域
学
校
協
働
︑
内
発
的
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主
張
し
た
。
同
じ
頃
、
Ｅ
・Ｆ
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
『
ス
モ
ー
ル
イ
ズ
ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ル
』で
大
量
消
費
や
巨
大
科
学
振
興
を
批
判
し
、小
規
模
な
産
業
や
中
間
技
術（
適

正
技
術
）
の
意
義
を
説
い
た
。

　

玉
野
井
は
経
済
学
分
野
以
外
の
研
究
者
に
も
意
欲
的
に
働
き
か
け
、
研
究
は
多

様
な
分
野
の
研
究
者
に
引
き
継
が
れ
た
。
し
か
し
、
学
歴
主
義
が
根
強
い
教
育
分

野
に
限
っ
て
は
玉
野
井
が
期
待
を
寄
せ
て
い
た
ほ
ど
に
は
地
域
主
義
は
広
ま
り
を

見
せ
な
か
っ
た
。

　

２　
教
育
の
地
域
主
義
的
転
回
と
高
校
魅
力
化

　

最
近
に
な
っ
て
、
一
部
の
学
校
が
地
域
社
会
か
ら
の
要
請
を
積
極
的
に
受
入
れ

始
め
、「
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
」、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」、「
地

域
学
校
協
働
」、「
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
教

育
力
と
協
働
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
徐
々
に
教
育
の
地
域
主
義

の
動
向
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
動
向
を
教
育
の
地
域
主
義

的
転
回
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　

私
た
ち
「
地
域
人
材
育
成
研
究
会
」
は
、高
校
魅
力
化
型
の
高
校
改
革
を
対
象
に
、

量
的
デ
ー
タ
と
質
的
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し
、
文
科
省
や
総
務
省
の
政
策
お
よ

び
地
元
の
産
業
と
社
会
か
ら
の
要
請
が
こ
れ
ま
で
地
域
主
義
か
ら
距
離
を
置
い
て

き
た
高
校
教
育
を
ど
の
よ
う
に
変
容
さ
せ
た
か
を
考
察
し
て
き
た
。『
地
域
人
材
育

成
研
究
』
は
、
収
集
し
た
教
育
の
地
域
主
義
的
転
回
の
デ
ー
タ
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す

る
こ
と
が
創
刊
当
初
の
動
機
で
あ
っ
た
。

　

研
究
を
始
め
て
み
る
と
、
高
校
魅
力
化
は
多
様
だ
し
定
義
は
暖
昧
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
高
校
魅
力
化
型
の
改
革
の
共
通
項
を
探
す
な
ら
ば
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
文

字
通
り
生
徒
が
魅
力
を
感
じ
る
高
校
を
創
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
実
現
す
る
方
法
と
し
て
の
、
県
外
生
募
集
、
高
校
連
携
型
の
公
設
学
習
塾

の
設
置
が
あ
り
、
さ
ら
に
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
、
地
域
と
の
協
働
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
）
の
導
入
、
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
の
設
置
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
高
校
魅
力
化
は
こ
の
よ
う
に
、「
魅
力
」と「
地
域
」

が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
改
革
で
あ
る
。

　

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
に
遅
れ
る
こ
と
お
よ
そ
四
〇
年
、
二
〇
一
一
年
開
始

の
「
島
根
県
離
島
・
中
山
間
地
域
の
高
校
魅
力
化
・
活
性
化
事
業
」
の
第
一
ス
テ
ー

ジ
に
参
加
し
た
の
は
原
八
校
で
あ
っ
た
。

　

原
八
校
は
統
廃
合
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
。

　

従
来
の
学
歴
主
義
的
な
高
校
教
育
に
も
と
づ
い
た
教
育
改
革
で
は
生
徒
は
集
ま

ら
な
か
っ
た
し
、
在
校
生
の
不
登
校
や
中
退
も
起
き
て
い
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
も

空
回
り
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
高
校
も
学
歴
主
議
か
ら
脱
却
し
た
高
校
教

育
の
開
発
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　

島
根
県
の
高
校
魅
力
化
で
は
、
都
市
の
高
校
が
行
う
こ
と
が
多
い
受
験
教
育
や

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
教
育
の
追
求
の
中
で
見
失
わ
れ
て
き
た
地
域
の
様
々
な
価
値

を
、
魅
力
の
要
素
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

地
元
出
身
の
生
徒
と
県
外
生
の
両
者
に
と
っ
て
魅
力
的
で
わ
か
り
や
す
い
地
方

地
域
で
の
高
校
生
活
、
地
域
課
題
へ
の
問
題
意
識
に
も
と
づ
い
た
内
発
的
動
機
づ

け
、自
己
決
定
感
に
基
づ
く
押
し
つ
け
で
な
い
学
習
の
動
機
づ
け
、郷
土
愛
の
深
化
、

地
域
貢
献
意
識
や
地
域
当
事
者
意
識
の
育
成
、
地
域
課
題
解
決
型
学
習
、
将
来
の

Ｕ
タ
ー
ン
準
備
教
育
、
地
域
学
校
協
働
な
ど
、
従
来
の
受
験
体
制
下
と
は
異
な
る

取
り
組
み
が
次
々
と
開
発
さ
れ
た
。



8

地域人材育成研究第 3号　2020 年７月

　

し
か
し
、
高
校
魅
力
化
は
定
義
や
概
念
が
明
確
で
な
い
だ
け
で
な
く
取
り
組
み

は
多
様
で
あ
る
。
隠
岐
島
前
高
校
を
始
め
と
し
た
島
根
型
の
高
校
魅
力
化
は
あ
く

ま
で
も
島
根
県
の
離
島
・
中
山
間
地
域
の
事
情
を
反
映
し
た
改
革
で
あ
る
。

　

同
じ
島
根
県
内
で
も
地
域
の
事
情
や
高
校
の
背
景
ご
と
に
、
改
革
の
様
相
は
異

な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
島
根
県
西
部
の
隣
接
す
る
津
和
野
町
と
吉
賀
町
で
は
、

高
校
魅
力
化
の
改
革
の
様
相
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

津
和
野
高
校
は
津
和
野
町
の
城
下
町
と
し
て
の
歴
史
や
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ

ン
の
頃
の
遺
産
で
商
人
が
多
い
と
い
う
特
徴
や
資
源
を
生
か
し
た
改
革
を
行
い
、

吉
賀
高
校
は
吉
賀
町
の
有
機
農
業
と
農
業
文
化
を
背
景
と
す
る
特
徴
や
資
源
を
生

か
し
た
改
革
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
、
高
校
教
育
や
学
校
教
育
を
め
ぐ
っ
て
は
、
様
々
な
用
語
や
原
理
が
飛
び
交
っ

て
い
る
。「
主
体
的
、対
話
的
で
深
い
学
び
」、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」、「
チ
ー

ム
学
校
」、「
地
域
学
校
協
働
」、「
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」、「
誰
一
人
取
り
残
す

こ
と
の
な
い
、
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
」
な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
重

要
な
用
語
で
あ
る
し
、
重
要
な
原
理
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
上
か
ら
の
原
理
と
は
別
の
原
理
で
、
目
の
前
の
生

徒
や
地
域
に
向
か
い
合
い
な
が
ら
、
教
育
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
高
校
が
あ
る
。

島
根
県
の
魅
力
化
の
高
校
や
そ
の
他
の
意
欲
的
な
高
校
、
そ
し
て
今
回
訪
問
聞
き

取
り
調
査
を
行
っ
た
北
海
道
奥
尻
高
校
は
、
内
発
的
な
性
格
の
強
い
高
校
魅
力
化

改
革
と
な
っ
て
い
る
。

　

３　
北
海
道
立
奥
尻
高
等
学
校
か
ら

　
　
　
町
立
の
北
海
道
奥
尻
高
等
学
校
へ
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北
海
道
奥
尻
高
校
は
、
奥
尻
島
が
農
業
と
漁
業
と
観
光
の
島
で
あ
る
こ
と
、
後

述
す
る
島
ヂ
カ
ラ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
地
元
の
官
民
を
挙
げ
た
支
援
を
受
け
て

い
る
こ
と
、
道
立
か
ら
町
立
に
移
管
し
た
こ
と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し

て
い
な
い
こ
と
、
一
学
年
一
ク
ラ
ス
が
定
員
で
あ
る
こ
と
、（
島
根
県
の
高
校
魅
力

化
の
原
八
校
で
す
ら
四
〇
名
定
員
の
小
規
模
校
は
吉
賀
高
校
の
一
校
の
み
）、
複
数

の
大
学
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。

　

地
域
人
材
育
成
研
究
会
は
実
践
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
の
素
晴
ら
し
さ
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
右
に
述
べ
た
特
徴
を
考
え
て
、
今
後
の
魅
力
化
型
高

校
改
革
の
モ
デ
ル
に
な
り
う
る
と
考
え
、
奥
尻
高
校
へ
の
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
。

　

奥
尻
高
校
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
の
一
つ
一
つ
、
地
域
学
校
協
働
の

取
り
組
の
一
つ
一
つ
、
そ
し
て
全
体
と
し
て
の
教
育
観
や
高
校
教
育
改
革
観
、
地

域
と
高
校
と
の
連
携
の
在
り
方
、奥
尻
町
の
教
育
政
策
、教
師
間
の
関
係
の
作
り
方
、

こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
が
課
題
の
多
い
地
域
で
地
域
の
課
題
に
向
か
い
合
っ
た
取
り

組
み
で
あ
り
、時
代
を
先
取
り
し
他
校
の
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

日
本
の
高
校
教
育
改
革
の
方
向
を
考
え
る
モ
デ
ル
に
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

　

４　
奥
尻
島

　

奥
尻
高
校
は
北
海
道
の
南
西
部
の
奥
尻
島
の
丘
の
上
に
位
置
す
る
。

　

奥
尻
島
は
日
本
海
に
浮
か
ぶ
自
然
豊
か
な
島
で
、
海
は
透
明
度
が
高
く
「
奥
尻

ブ
ル
ー
」
の
海
で
あ
る
。
九
月
上
旬
に
訪
問
し
た
と
き
、
高
校
へ
の
坂
道
か
ら
は

奥
尻
ブ
ル
ー
と
北
国
の
澄
ん
だ
青
空
が
交
わ
っ
て
遠
い
果
て
ま
で
輝
い
て
い
た
。

高
校
生
は
、
奥
尻
ブ
ル
ー
の
海
で
ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
（
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ

ン
グ
）
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

奥
尻
島
へ
は
空
路
な
ら
函
館
空
港
か
ら
奥
尻
空
港
ま
で
三
〇
分
、
フ
ェ
リ
ー
な

ら
江
差
港
か
ら
奥
尻
港
ま
で
二
時
間
半
の
距
離
で
あ
り
、
面
積
は
一
万
四
二
九
九

ｋ㎡
、周
囲
約
八
四
km
。
人
口
は
昭
和
三
五
年
の
七
九
〇
八
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
、

平
成
三
〇
年
六
月
一
日
現
在
で
二
四
五
七
人
で
あ
る
。

　

奥
尻
島
は
、
過
去
に
大
き
な
災
害
を
経
験
し
て
い
る
。
平
成
五
年
七
月
一
二
日

午
後
一
〇
時
一
七
分
に
発
生
し
た
北
海
道
南
西
沖
地
震
で
あ
る
。
島
内
各
地
区
で

建
物
の
倒
壊
、
地
割
れ
、
陥
没
、
崖
く
ず
れ
が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
、
地
震
発
生

直
後
に
津
波
の
第
一
波
が
押
し
寄
せ
、津
波
の
最
高
到
達
高
は
三
〇
m
近
く
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

島
民
は
復
興
に
努
め
、
平
成
一
〇
年
三
月
に
は
完
全
復
興
を
宣
言
す
る
に
至
っ

て
い
る
。「
島
ヂ
カ
ラ
」
の
な
せ
る
技
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

５　
奥
尻
高
校
の
沿
革

　

奥
尻
高
校
は
、
昭
和
五
〇
年(

一
九
七
五
年)

四
月
に
一
学
年
二
学
級
の
北
海
道

江
差
高
等
学
校
奥
尻
分
校
と
し
て
開
校
。
そ
の
二
年
後
の
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七

年
）
に
北
海
道
奥
尻
高
等
学
校
と
な
る
。
平
成
一
四
年
に
は
一
学
年
一
学
級
に
な
っ

た
。

　

平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
に
道
立
か
ら
町
立
に
移
管
し
、
北
海
道
奥
尻
高

等
学
校
と
な
っ
た
。
翌
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
年
）
か
ら
は
全
国
募
集
を
開
始

し
て
い
る
（
所
在
地
域
で
あ
る
檜
山
学
区
以
外
の
上
限
は
入
学
生
の
五
〇
％
以
内
）。
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町
立
移
管
の
主
た
る
目
的
は
廃
校
化
の
回
避
で
あ
り
、
廃
校
化
の
危
機
に
振
り
回

さ
れ
な
い
高
校
教
育
の
確
立
で
あ
っ
た
（
町
教
委
）。
町
立
移
管
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ま
で
町
か
ら
離
れ
た
「
丘
の
上
の
」
奥
尻
高
校
が
町
と
の
距
離
を
一
気
に
縮
め
た

と
さ
れ
る
（
高
校
教
員
）。

　

募
集
人
員
は
、全
日
制
課
程
普
通
科
四
〇
名
で
あ
る
。
平
成
三
一
年
度（
二
〇
一
九

年
度
）
の
入
学
生
徒
数
は
三
一
名
、う
ち
、島
内
が
一
六
名
、島
外
が
一
五
名
で
あ
っ

た
。
卒
業
後
の
進
路
状
況
は
、
平
成
二
八
年
度
は
一
四
名
中
一
〇
名
が
進
学
、
四

名
が
就
職
。
平
成
二
九
年
度
は
一
七
名
中
一
二
名
が
進
学
、
五
名
が
就
職
。
平
成

三
〇
年
度
は
九
名
中
七
名
が
進
学
、
二
名
が
就
職
で
あ
っ
た
。

　
６　
地
域
学
校
協
働
と
特
色
の
あ
る
教
育

　

奥
尻
高
校
で
は
、
生
徒
が
島
民
と
協
働
で
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
、
生
徒
は

地
方
創
生
を
体
験
的
・
実
践
的
に
学
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
概
略
を
記
述
し
、
詳

細
は
本
号
収
録
の「
報
告
③
町
立
に
移
管
し
た
奥
尻
高
校
が
取
り
組
ん
だ
こ
と（
二
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
図
と
開
発
過
程
、
内
容
」
で
紹
介
す
る
。

　

奥
尻
高
校
は
総
合
的
な
学
習
（
総
合
的
な
探
究
）
の
時
間
を
使
っ
て
、
以
下
の

三
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
地
方
創
生
を
高
校
生
の
目
線
で
考
え
て
探
究

す
る
町
お
こ
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
高
校
生
が
地
域
の
課
題
と
解
決
策
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
奥
尻
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
、
奥
尻
の
魅
力
を
再
認
識
し
環
境
保
全
を
考
え
発
信
・

表
現
す
る
ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
あ
る
。
生
徒
は
奥
尻
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
と
ス
ク
ー

バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
択
す
る
。
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町
お
こ
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

テ
ー
マ
が
年
度
ご
と
に
変
化
す
る
が
、
奥
尻
高
校
は
昨
年
度
と
同
じ
で
あ
る
こ

と
は
後
退
で
あ
る
と
考
え
る
（
清
水
校
長
）。
二
〇
一
九
年
度
は
前
年
度
か
ら
引
き

続
き
「
観
光
」、「
祭
」、「
海
産
物
」、「
農
産
物
」、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」 

、「
防
災
」 

の
六
分
野
に
関
す
る
町
の
専
門
家
を
招
き
地
元
産
業
の
現
状
と
課
題
を
提
示
し
て

も
ら
い
、
生
徒
が
解
決
策
を
考
え
提
案
す
る
。
さ
ら
に
、
新
規
テ
ー
マ
の
開
拓
に

挑
戦
し
て
い
る
班
も
あ
る
。
町
の
専
門
家
は
町
役
場
の
地
域
政
策
課
に
紹
介
を
依

頼
す
る
。
生
徒
は
、
町
の
課
題
・
解
決
策
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
討

議
し
、
分
析
・
整
理
し
た
内
容
を
町
民
に
対
し
て
プ
レ
ゼ
ン
す
る
。
協
力
す
る
町

民
は
、
教
員
か
ら
電
話
が
あ
る
と
随
時
、
支
援
を
し
て
く
れ
る
と
い
う
。
プ
レ
ゼ

ン
を
聞
い
た
町
の
専
門
家
同
士
が
自
分
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
は
良
か
っ
た
と
自
慢

し
あ
う
と
い
う
。

　

奥
尻
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
本
部

　

毎
年
、活
動
は
深
化
す
る
。
二
〇
一
九
年
度
の
「
奥
尻
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
本
部
」
は
、

企
画
、w
e
b
・
リ
サ
ー
チ
、ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
、広
報
の
四
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、

島
の
課
題
に
対
し
て
企
画
を
立
案
し
、
町
に
施
策
提
言
を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し

て
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

　

震
災
か
ら
の
復
興
の
中
で
高
校
生
の
海
へ
の
親
し
み
を
回
復
す
る
こ
と
を
目
的

に
始
ま
っ
た
が
、
町
立
に
移
管
後
、
地
元
の
潜
水
器
漁
業
者
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
積
極
的
に
か
っ
て
出
て
い
る
。
今
で
は
、
奥
尻
高
校
の
魅
力
の
柱
の
一
つ
に
育
っ

て
い
る
。

　
７　
地
域
学
校
協
働
と
特
色
の
あ
る
部
活
動

　

奥
尻
高
校
の
部
活
動
に
は
地
域
学
校
協
働
を
行
う
二
つ
の
部
活
動
が
あ
る
。
オ

ク
シ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部（Okushiri Innovation Division

以
下
Ｏ
Ｉ
Ｄ
）

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
局
で
あ
る
。

　
Ｏ
Ｉ
Ｄ

　

部
活
動
遠
征
費
を
集
め
る
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
部
活
動
で
、
そ
の
後
、
T
シ
ャ
ツ
販
売
や
地
酒
の
ラ
ベ
ル
作
成
な

ど
様
々
な
こ
と
を
し
て
部
活
動
遠
征
費
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
局

　

町
民
ス
キ
ー
大
会
と
奥
尻
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
の
参
加
、各
種
募
金
活
動
、小
学
生
の
通
学
合
宿
「
子
ど
も
ナ
イ
ト
☆
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
参
加
、
奥
尻
町
総
合
文
化
祭
で
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
販
売
や
募
金
活
動
な
ど
、
地
域
で
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

※
奥
尻
高
校
の
取
り
組
み
は
年
々
発
展
し
て
い
る
の
で
、
入
学
を
考
え
て
い
る
中
学
生
と
保
護

者
の
み
な
さ
ん
は
令
和
二
年
度
以
降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
直
接
問
い
合
わ
せ
る
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
の
資
料
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
８　
ま
な
び
じ
ま
奥
尻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

Okushiri English Saloon

　

奥
尻
に
い
な
が
ら
留
学
気
分
を
味
わ
う
。英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
る
。対
象
は
、
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中
学
生
・
高
校
生
・
社
会
人
。
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
に
つ
い
て
、
自
分
の
感
想
や
考

え
な
ど
を
英
語
で
話
し
合
う
。

　

二
週
間
に
一
回
の
割
合
で
、
島
の
各
所
を
巡
回
し
て
実
施
。
対
象
は
、
中
学
生
、

高
校
生
、
社
会
人
で
、
希
望
す
る
中
学
生
、
高
校
生
に
は
、
終
了
後
、
補
足
の
説

明
や
英
語
学
習
の
相
談
を
受
け
付
け
る
。

　
数
学
寺
子
屋

　

数
学
の
“
補
習
〟。
た
だ
し
、
考
え
方
を
中
心
に
学
び
、
数
学
の
面
白
さ
を
知
っ

て
貰
う
。

　
W
i
f
i
ニ
ー
ネ
ー

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
都
市
の
大
学
生
の
兄
さ
ん
姉
さ
ん
（
ニ
ー
ネ
ー
）
と
ネ
ッ

ト
で
交
流
す
る
。
大
学
受
験
に
向
け
て
の
勉
強
の
仕
方
や
、
不
安
な
ど
を
聞
い
て

も
ら
う
。
そ
の
中
で
、
大
学
で
の
生
活
の
話
も
聞
け
る
。
さ
ら
に
、
大
学
生
の
視

点
を
か
り
て
奥
尻
高
校
で
の
生
活
を
考
え
る
。

　

町
お
こ
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

前
述
の
町
お
こ
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
島
民
と
の
協
働
で
行
わ
れ
て
お
り
、

ま
な
び
じ
ま
奥
尻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
支
援

し
て
い
る
町
役
場
の
職
員
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
た
だ
頼
ま
れ
仕
事
を
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
ど
の
く
ら
い
教
え
た
ら
い
い
の
か
、
生
徒
の
主
体
性
を
ど
の
よ

う
に
考
え
た
ら
い
い
の
か
と
教
育
の
視
点
か
ら
生
徒
へ
の
接
し
方
を
考
え
て
い
る

こ
と
が
印
象
的
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
っ
た
が
、
私
た
ち
の
広
い
意
味
で
の
研
究
仲
間
で
あ
り
、
多
く
の
刺

激
を
い
た
だ
い
て
い
る
個
人
と
研
究
グ
ル
ー
プ
の
研
究
を
紹
介
し
た
い
。
一
つ
は
、

地
方
の
高
校
に
お
け
る
進
路
指
導
に
於
い
て
、
大
学
進
学
は
地
域
の
人
材
を
作
る

こ
と
す
な
わ
ち
将
来
の
U
タ
ー
ン
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
研
究
で

あ
る
（
上
地 

二
〇
一
九
）。
も
う
一
つ
は
、
北
海
道
大
学
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研

究
で
あ
り
、
教
育
行
政
学
の
関
心
か
ら
奥
尻
高
校
を
何
度
も
訪
問
し
て
町
立
移
管

の
過
程
を
詳
細
に
分
析
し
、
道
に
よ
る
支
援
と
高
校
の
自
律
と
の
新
し
い
関
係
性

が
期
待
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
研
究
で
あ
る
（
篠
原
・
高
嶋
・
大
沼 

二
〇
一
九
、
高
嶋
ほ
か
二
〇
一
九
な
ど
）。

〈
引
用
・
参
考
文
献
〉

遠
藤
尚
秀
、
二
〇
一
八
、「
わ
が
国
に
お
け
る
地
域
経
営
論
の
萌
芽 

－
公
共
経
営
論
の
深
化
と

　
　

地
方
分
権
改
革

－

」『
福
知
山
公
立
大
学
研
究
紀
要
』(

一) 

、
五
一-

八
七
頁
。

樋
田
大
二
郎
・
樋
田
有
一
郎
、
二
〇
一
八
、『
人
口
減
少
社
会
と
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト : 

　
　

地
域
人
材
育
成
の
教
育
社
会
学
』
明
石
書
店
。　

樋
田
大
二
郎
、
二
〇
二
〇
、「
地
域
活
性
化
と
連
動
し
て
い
る
大
三
島
分
校
の
高
校
魅
力
化

　
　
（
特
集　

各
地
の
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
）」　
『
地
域
人
材
育
成
研
究
』（
二
）、

　
　

三
四-

三
七
頁
。

樋
田
有
一
郎
、
二
〇
二
〇
、「
愛
媛
県
立
三
崎
高
等
学
校
せ
ん
た
ん
部
生
徒
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー (

特

　
　

集 

各
地
の
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介)

」『
地
域
人
材
育
成
研
究
』(

一) 

、
六

　
　

-

三
三
頁
。

上
地
香
杜
、
二
〇
一
九
、「
地
方
か
ら
の
大
学
進
学
に
お
け
る
日
常
的
な
進
路
指
導: 

教
師
と

　
　

生
徒
の
認
識
に
着
目
し
て
」『
日
本
高
校
教
育
学
会
年
報
』(

二
六)

、
七
二‒

八
一
頁　

Schum
acher,E.F.

・
小
島
慶
三
・
酒
井
懋
（
一
九
八
六
）『
ス
モ
ー
ル
・
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ

　
　

フ
ル : 

人
間
中
心
の
経
済
学
』
講
談
社
。

篠
原
岳
司
・
高
嶋
真
之
・
大
沼
春
子
、
二
〇
一
九
、「
都
道
府
県
立
高
等
学
校
の
学
校
設
置
者

　
　

移
管
に
関
す
る
研
究
、
北
海
道
奥
尻
高
等
学
校
を
事
例
に
」『
北
海
道
大
学
大
学
院
教
育

　
　

学
研
究
院
紀
要
』(

一
三
五)

、
七
七‒

一
一
一
頁
。

高
嶋
真
之
・
大
沼
春
子
・
尹
景
慧
・
淡
路
佳
奈
実
・
川
村
睦
月
・
杉
谷
真
実
・
田
宮
弘
貴
・
松
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尾
奈
緒
・
篠
原
岳
司
、
二
〇
一
九
、「
北
海
道
奥
尻
高
等
学
校
の
町
立
化
に
伴
う
変
化:

　
　

教
職
員
・
生
徒
・
地
域
住
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
よ
り
」『
公
教
育
シ
ス
テ
ム
研
究
』

　
　

(
一
八)

一‒

二
七
頁
。

玉
野
井
芳
郎
、
一
九
七
八
、『
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
エ
コ
ロ
ジ
ー : 

広
義
の
経
済
学
へ
の
道
』
み
す

　
　

ず
書
房
。

玉
野
井
芳
郎
・
清
成
忠
男
・
中
村
尚
司
、
一
九
七
八
、『
地
域
主
義 : 

新
し
い
思
潮
へ
の
理
論

　
　

と
実
践
の
試
み
』
学
陽
書
房
。

玉
野
井
芳
郎
、
一
九
七
九
、『
地
域
主
義
の
思
想
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
。

　




